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1 ．は じめ に

　 大学や専門学校 におい て 「色彩学」 とい う科 目

の 内容 は、科学、心理 、色彩調和 、色名 、等 と多

岐に渡 る。と りわけ色彩調和 は理論だけでな く実

習を含む 。 し か し、概ね創意 工 夫す る配色で は な

く、あくま で も配色名の ル
ー

ル を覚え るた め の も

の で 、色彩表現 には至 らない 。配色の 基本 を学ん

だ ら、次 の ス テ ソ プ として 色数 を増や した色彩構

成 を考えた い もの だ 。色彩 学の 中で パ ー
ソナ ル カ

ラ
ー

を取 り入れ て お り、それに 関連す る配色カ ー

ドを使 っ た色彩構成の 方法 を紹介 した い 。

2 ．目的

（1 ）パ ー
ソナル カ ラ

ーの 考 えは 、色相の 片寄 り

か ら warm 　sh 峨 color と cool 　shi｛モoolor に 2 分類 さ

れ、更に 明度 と彩度 に よ り 4 シ ーズ ン タイ プに分

類 される。こ れが 四季 の イ メ
ージ に 当て嵌 め られ

る とい う説明 をする の だ が 、実際に イ メ
ージす る

四季 と 4 シ ーズ ン の 色群 には異 なる点が ある。そ

こで 、パ ー
ソナ ル カ ラ

ー
を教え る前に 、共通点 と

相違点を理 解 させ る た め の もの で ある。

（2 ）配色に おい て 美 し い か否か は 、美度 計算 に

よ っ て 同
一

色相 の 濃 淡で ある の は周知 に通 りで

あるが 、人間が色 を感 じる基本 の 心理 原色に基づ

き、こ こ で は 6 種類 の 色 で色彩構成 を考える 。

3 ．方法

対象 ； 常葉学園大学造形学部学生 78 名 （男子 16

名、女子 62名） による課題

使用するもの ： 配色カ
ー

ド 199、ハ サ ミ、の り、

配 色カ
ー

ドを貼付す る台紙

  季節 をイ メ
ージす る色 を配色 カー ド全て の 中

　 か ら各季節に応 じて 6種類ずつ 選 ぶ 。

  台 紙 へ の 貼 付 e 選 ん だ 配 色 カ
ー

ドを 所 定

　　 （1cmxlcm ） の 大 きさに切 り、各季節 6 枠 × 6

　 枠＝合計 36 枠を埋 め て い く。条件 と して 、6

　 種類 の 色 は同 じ枚 数で な くて も良い 。 但 し、

　 タテ ヨ コ に 隣接する枠に は 同 じカ
ー

ドは貼 っ

　 て は い けない 。斜めは 可 とする。

春 夏

4 ．結果

秋 冬

（1 ）四季の イ メ
ージ とし て選 択 され た色 の 特徴

は 、春 （b トーン を中心 と した明清色）、 夏 （v ト
ーン を中心 とした 高彩度色 と明清色）、秋 （dp ト
ー

ン を中心 とし た高彩度 〜 中彩度 、 暗清色）、 冬

（無彩色 と低彩度）の 図に示す数宇 （選択数）の

通 りで ある。

春 の イ メ
ージ色

 

回
凹
回
 

鋤
雛

難

難
藤
鐸
遘

蟻、
ぜ

・

麺
糠

纛
舗

臙

蝦

の

　　詩
3

ぎ
93

讐
48

1、、68

丶鱒 ．♂

80
「3
油
孅 24

　
　
we

　 轢
　 鑾21

　 鞍
　 　 7

一 ］ 66 ［一 ＝］
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌 第36 巻 SUPPLEMENT （2012 ）

夏の イ メ
ージ色
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規則的 な色彩構成

灘鱶燃
驫麟繍覊

シ ン メ トリ
ー

贈

h 、
じ

：
態
響

參
羅
驫

醗

韈μ

黙“、
 

醸

鍵
攀
蠶
藤
糶
靉

講
灘

飆

　
　

　
　

矼慝胛
凹

　
　
　臣

覊
繊

　
　

　
〜
　薨歪
難
　’認　＝

糊

艪

凝
謡胤
羸

鼕
豢唖

『．F
　

：
譱

毒

姦

ぎ駕
蒹
潔 ・
韈

講冒

秋 の イメージ色
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冬の イ メ
ージ色
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（2 ）6 種類 の 色 に よ る色彩構 成を考え る理 由 は 、

人間が感 じる色は、心理原色 6 色 の うち 2 色 〜4

色の組 み合わせ によ るが 、最大数 と して 赤、黄、

緑、青、白、黒を 1色ずっ 選 択 した 場合 6 種類 と

なるか らで あ る 。 ま た 、縦横に 隣接する 同 じ色 の

使用は不可 とい う条件を つ け る こ とに よ り、単純

な手 っ 取 り早 い 配色 を避 け る こ とが出来 る 。 ラ ン

ダム で も規則 的で も色 の 配置 に は創意工 夫が 必

要 となる。

ラン ダム な色彩構成
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5 ．考察

　パ ー ソ ナ ル カ ラ
ー

に対す る関心 度が 低い 男子

学生 には 、事前に 四季イメ
ージ を表現 させ るこ と

が 共通点 と相違点 を理 解 させ る上 で 効 果的だ と

感 じ る 。 色彩構成の 演習 に取 り組む時期は 、
一

般

的な色彩調和論 の 後に行 っ て お り、これ まで に学

習 した 配 色の 形式 に 当て嵌ま る もの もあ る の で

復習を兼ねる利点がある 。 色彩構成の 種類 として

は、季節 ごとに変化 を与 えた もの と、四季を
一

年

の 繋が りと して ま と ま り の あ る もの に 分け られ

る。 こ れ も広義 の 意 味で 色 彩調和 の 基本 に ある

「統
一

」 と 「変化」 が見て 取れ る 。
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